
ほっと大正まちづくり協議会 

地域コミュニティ計画  『大正地区地域コミュニティ計画』
策定時期  平成 22年 5月 25日 支援宣言  平成 22年 7月 15日 
目   標    

1 ほっと大正まちづくり協議会は、「安全安心で住みよいまちづくり」を推進します 
2 地域住 の協 ・共助の精神を高め、地域の一体化を図り団結 を強固にするとともに、甚大な自然災害の被災
に備えた地域防災 の向上を主眼としています 

地域の課題  

新興住宅街に町内会が結成されないため、大正地区 2,454 世帯の約 6 割が自治会に加入しておらず、また、大正小学
校に通学する児童の大半が町内会の無い新興住宅街の居住者のため、公 館だよりや運動会、夏まつり等、地区 事の案
内や防災情報を区 や町内会 を通じて配布・共有することが困難な状況となっている 
更に、住 の高齢化により町内会の役員選任が難しいとの理由で、町内会を解散されるケースも発生し、近隣住 間の付

き合いの疎遠化が顕著に進んでいる 

主な活動内容 
1. ほっと大正まちづくり協議会は「顔なじみ増やそう」を活動のテーマとして運動会・夏まつり・スポーツ交流会等の事業に取り組ん

でおり、町内会未組織の地域やそこに住む子どもたちを、積極的に地区 事に巻き込んだ活動となることを目指しています 
2. 地域コミュニティ促進支援活動は、町内会未組織地域も対象にして、夏休み期間中に納涼祭等を企画実施していただき、こ

れにまち協が活動経費を助成するものです 
3. 大正地区総合防災訓練には、各町内会の高齢者にも参加を呼びかけ、炊き出し訓練の延 として昼食を共に摂ることなどで、

顔なじみを増やし、お互いが 守り合える地域を目指しています 
4. 地域情報や地域活動情報の発信・共有化を、「大正地区全世帯」を対象に うため次の３点を っています 

町内会、各種団体、小学校、公 館主催事業等を“投稿写真”で構成し、「ほっと大正かわら版」として、全世帯に配布 
「大正ほっと LINE」というスマホの LINE グループで地域情報・防災情報等を発信し情報交流を促進 
大正小学校通学の全家庭に、学校を通じて大正地区 事の案内や公 館だより等を配布 

今後の計画 

若い共働夫婦の家庭と、高齢者のみの世帯という二極化が進む中で、安全安心で住みよい地域づくりのため、ご近所
の「つながりづくり」を推進する必要があると考えています。 
大規模災害発生時の避難所開設運営の中心となる方は、運動会や夏まつり、公 館まつりといった地区のお祭りで
「顔なじみ」になり、共に汗を流した人たちです。最も有効な防災訓練だと言われる「お祭り 事」を、地区全体で取り組
めるように知恵を出し合いたいと思います。 
地域学校協働活動推進事業は、子どもを持つ共働き夫婦と、地域とが子どもの育成を通じて地域づくりを進めていくこと
のできる活動でもあると思います。学校を核とした地域づくりのあり方を各種団体と考えていきたいと思います。 
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